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月みれば ちぢにものこそ 悲しけれ  わが身一つの 秋にはあらねど     大江千里  「古今和歌集」 

  酷暑、厳暑などの言葉が毎日飛び交った令和５年の夏でしたが、ようやく秋の兆しを感じる日々となりました。９月２９

日は仲秋の名月。澄み切った秋の夜空に浮かぶ月を、昔の人も様々な思いで愛でていたのだと感じる季節です。 

１０月６日で前期が終了。生徒の皆さんは、４月からの日々を振り返り、残り半年の学校生活に繋げていきましょう。 

 

 

 

 

９月２２日（金）、地域交流行事「わくわく交流会」を開催しました。コロナ禍を経て４

年ぶりに多くの地域の方々を講師としてお迎えすることができました。この交流会に

は「まち」の人たちから仕事を学んだり、「まち」づくりで活動している人たちの思いを

知ったり、地域の方と触れ合う経験を通して、自分の生き方を考えたり、深めていく、

というねらいがあります。地域や外部機関からお招きした講師の方から仕事や趣味、

特技、専門的な分野のお話を聴き、体験しました。今年は新講座も含めて 全２１講

座を開設、それぞれの講座に１年生から３年生まで学年を越えた生徒の皆さんが参加し、交流を深めていました。 

講座の内容は、地域の方とグランドゴルフやフットサル、ボッチャなどのスポーツを通して交流をはかるもの、陶芸や

折り紙、絵手紙、物語りなど実際に創作を楽しむもの、お琴体験や日本舞踊体験、ギター演奏や手品など、文化を経験で

きるもの、さまざまな民族や多言語について楽しく学べるもの、うどん作りや防災食など食に関する体験から学ぶもの、

気象、映像関係、消防、金融、美容師、環境問題など、職業や社会課題についての学びとなったも

のなど…充実した内容ばかりでした。当日は、４年もブランクがあったとは思えないほど、笑顔や

会話、集中力や程よい緊張感、和やかな雰囲気がさまざまな講座から伝わってきました。 

毎年講座を続けてくださっている講師の方から、「本当に（再開することを）楽しみにしてきた。」

「中学生の力はすばらしい」「こちらも楽しく学ぶことができた」など様々な感想をいただきました。

講座に参加した生徒からは「実際に作った絵葉書は日々の感謝ということで母に渡そうと思ってい

ます。今日の講座でたくさんのことを学ぶことができました」「実際に笙に触れてみて教わることは、

言葉だけで教わるのとは違った楽しみがありました。先生方（講師）の優しさに触れることができま

した」など、普段はできない交流そのものを楽しんでいた様子を伺うことができました。 

当日はPTA役員の方にも長時間にわたり、お手伝いをいただきました。地域の皆様、生徒にとって豊かな体験となっ

た交流会にご協力いただき、本当にありがとうございました。 
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地域の方から学ぼう！  「わくわく交流会」 ４年ぶりに復活 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 3１日（木）青葉区役所で、R５年度青葉区横浜こども会議が開催されました。学校を代表して、生徒会本部から

2-3平久保華さんが参加しました。 

７月の市ケ尾中ブロックでの話し合いを受けて、小中学校で考えたことや

感じたこと、どのような取組ができるかについて発表することができました。 

＜横浜子ども会議のテーマ＞ 

 想（おもい）～相手と心から向き合おう～ 

＜令和5年度のテーマ＞ 

「つながる、広げる、いじめの未然防止の輪」～いじめをなくすために、一人

ひとりができること～ 

７月に開催した中学校ブロック会議で話し合った内容を発表し、それを踏まえて、３グループに分かれて「市ケ尾中ブ

ロックとしてできること」について、協議しました。「各校でいじめ防止のポスターを作って共有し合う。」「小中合同あい

さつ運動を通して朝から過ごしやすい雰囲気づくりをする。」「３校の道徳の授業でいじめについての考えや想いを話し

合う」「ブロックで取り組んだ内容を、家庭や地域に発信する」など、多くのアイディアや意見があげられていました。 

まずは、毎年ブロックの取組として定着している「小中合同あいさつ運動」を１２月の人権週間に合わせて実施したり、

いじめ防止の啓発ポスターを作ったりして、３校で共有していきます。他にも３校の児童生徒が自分ごとしてとらえられ

る取組について検討していく予定です。 

 

 

 

 

９月に入り、クラスで、そして学年で、合唱コンクールを目指して練習が始

まりました。今年度の文化学習発表会は、昨年の合唱発表を受けてコンクー

ル形式が復活します。今年は会場をやまと文化センターシリウス（コロナ禍以

前の開催場所）に移し、より音響設備が整った場所で開催します。自由曲、指

揮者、伴奏者、パートリーダー等が決まり、クラスの練習にも熱が入ってきま

した。４年ぶりに復活する合唱コンクールにどんな想いで歌うのか、クラスの、

あるいは一人ひとりの想いや意気込みが伝わってきます。 

１０月２３日（月） スローガン 「音返し～これまでの想いを音に乗せて～」  

保護者の皆様の観覧も可能です。詳細はすでにSigfyにてお知らせしております。保護者の皆さま、どうぞ今年の 

子どもたちの歌声を楽しみに、お越しください。 

R５ 校舎内のひとコマ… 
◎昨年に引き続き、環境委員会によるサステ

ィナブルな取組の一つ、みどりのカーテンで

す。今年は中庭に面した窓と技術員室付近に

見事にゴーヤが実りました。 

◎昇降口の正面に、現在「三十三間堂市太」

と称する授業で取り組んだ創作物を展示中。

市中オリジナルマスコット「市太」がさまざ

まな表情で温かく出迎えてくれます。 

横浜子ども会議（青葉区会議）開催！ テーマ「つながる 広げる いじめの未然防止の輪」 

 

♪ 文化学習発表会ステージの部 今年は合唱コンクール ♪ 


